
曽
田
医
師
の
遺
徳
を
社
会
に
還
元

若手研究者育成や
研究推進を支援

後継者の胸に引き継がれた夢、誓い

故 曽田 豊二 氏

　

曽
田
三
回
忌
命
日
翌
日
の
１
月
14

日
、
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
三
丁
目
、

医
療
法
人
西
福
岡
病
院（
安
藤
文
英
理

事
長
）隣
接
地
に
、
曽
田
豊
二
文
庫
が

開
設
さ
れ
、記
念
財
団
、九
州
大
学
・
福

岡
大
学
関
係
者
、近
隣
住
民
ら
約
60
人

の
招
待
客
ら
が
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
た
。

　

完
成
し
た
の
は
木
造
二
階
建
て
延
べ

80
平
方
㍍
。１
〜
２
階
の
開
架
式
書
庫
、

遺
品
展
示
室
、
事
務
室
、
テ
ラ
ス
か
ら

成
り
、
曽
田
宅
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
た
蔵
書
を
収
蔵
す
る
。
玄
関
先
な
ど

に
は
旧
曽
田
邸
の
赤
煉れ

ん
が瓦
塀
の
一
部
、

石
の
門
柱
一
対
、
百
日
紅
、
ロ
ウ
バ
イ
、

カ
リ
ン
、
ツ
バ
キ
が
移
さ
れ
、
往
時
を

偲し
の

ば
せ
る
。

　

開
設
式
は
西
福
岡
病
院
内
で
行
わ
れ

た
。
安
藤
理
事
長
が
開
設
の
経
緯
を
述

べ
、「
先
生
は
ア
ー
カ
イ
ブ（
記
録
・
資

料
の
大
規
模
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）
の
重

要
さ
を
説
か
れ
て

い
た
。
蔵
書
の
行

方
を
意
識
さ
れ
て

い
た
の
か
も
知
れ

　

福
岡
大
学
名
誉
教
授
、
曽
田

豊
二
先
生
の
ご
遺
産
を
も
と
に
、

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）６
月
16

日
に
耳
鼻
咽
喉
科
及
び
関
連
分
野

の
医
療
・
学
術
の
発
展
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
た「
一
般
財
団

法
人
曽
田
豊
二
記
念
財
団
」
が
設

立
さ
れ
た
。本
財
団
の
特
徴
と
し
て
は
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
医
学
的
分
野
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
に
関
連
す
る
工
学
分
野
や

教
育
分
野
、
お
よ
び
曽
田
先
生
に
関
わ

る
資
料
の
保
存
・
解
析
・
展
示
な
ど
の

助
成
も
対
象
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）度
よ
り
事

業
目
的
で
あ
る
研
究
者
の
奨
学

金（
同
年
度
選
考
１
件
）、
研
究

助
成（
同
８
件
）、
事
業
助
成（
同

５
件
）を
行
う
活
動
を
開
始
し
、

選
考
し
た
。
今
後
の
研
究
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

今
後
も
曽
田
先
生
が
生
前
に

情
熱
を
傾
け
ら
れ
た
若
手
研
究

者
の
育
成
や
研
究
の
推
進
に
積

極
的
な
支
援
を
行
う
所
存
で
あ
る
。

　

皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

曽
田
豊
二
は
１
９
２
５
年（
大
正
14

年
）生
ま
れ
。
父
は
九
州
帝
国
医
科
大

学
を
１
９
１
３
年（
大
正
２
年
）に
卒

業
、
小
倉
市（
現
北
九
州
市
小
倉
北
区
）

で
耳
鼻
科
医
院
を
開
業
し
て
い
た
共

助
。
豊
二
は
旧
制
福
岡
高
等
学
校
、
九

州
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
父
と

同
じ
く
耳
鼻
咽
喉
科
の
道
を
歩
ん
だ
。

　

１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）
に
九
州

大
学
耳
鼻
咽
喉
科
助
教
授
に
就
任
し
、

１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）に
福
岡
大
学

医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
の
初
代
教
授
と
し

て
赴
任
し
た
。
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
の

育
成
と
学
問
・
研
究
の
推
進
を
行
う
日

本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
の
理
事
長
や
、
耳

鼻
咽
喉
科
学
及
び
関
連
分
野
に
関
す
る

研
究
の
国
際
的
推
進
を
図
る
公
益
財
団

法
人
国
際
耳
鼻
咽
喉
科
学
振
興
会
の
理

事
長
な
ど
を
歴
任
し
、
耳
鼻
咽
喉
科
領

域
の
学
界
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を

し
、
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）１
月
、

満
92
歳
の
生
涯
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

財
団
の
評
議
員
、
理
事
に
は
曽
田
の

弟
子
た
ち
も
名
を
連
ね
、
運
営
に
あ
た

る
。
九
大
か
ら
行
動
を
共
に
し
、
後
任

教
授
と
な
っ
た
加
藤
寿
彦
・
元
福
岡
大

な
い
。
そ
の
圧
倒
的
な
質
量
に
驚
く
。

こ
こ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
企
画
展

示
も
行
っ
て
い
き
た
い
」、
白
石
君
男
・

記
念
財
団
代
表
理
事
も「
遺
志
を
継
い

で
財
団
を
作
っ
た
。
事
業
と
し
て
文
庫

運
営
を
助
成
し
て
い
く
」と
支
援
を
表

明
し
た
。
キ
ミ
ヨ
夫
人
、安
藤
理
事
長
、

白
石
代
表
理
事
が
文
庫
の
玄
関
前
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。招
待
客
が
さ
っ
そ
く

内
部
を
見
て
回
っ
た
。
キ
ミ
ヨ
夫
人
は

「
本
人
も
喜
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
が
読
書
の
喜
び
を
味
わ
え
る
場
所
に

な
れ
ば
」と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

三
回
忌
法
要
は
１
月
20
日
に
営
ま

れ
、
曽
田
に
文
庫
開
設
を
報
告
し
た
。

　

同
病
院
は
曽
田
の
学
友
、
安
藤
精
彌

（
故
人
）が
開
業
し
、
曽
田
も
福
岡
大
学

教
授
を
退
職
後
20
年
間
奉
職
し
、
晩
年

何
度
も
入
院
加
療
し
た
ゆ
か
り
の
地
。

安
藤
精
彌
は
曽
田
が
養
生
相
談
室
を
始

め
る
際
も
、
福
岡
市
・
天
神
の
系
列
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
一
室
を
提
供
す
る
な
ど
、

二
人
は
固
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
。

　

精
彌
の
長
男
・
文
英
理
事
長
が
曽
田

の
死
後
、
キ
ミ
ヨ
夫
人
か
ら「
主
人
の

蔵
書
を
収
め
る『
曽
田
豊
二
文
庫
』
を

作
り
た
い
」と
相
談
さ
れ
て
構
想
を
練

り
、
適
地
を
物
色
し
た
。
隣
接
す
る
空

き
家
を
借
り
受
け
、
キ
ミ
ヨ
夫
人
と
記

念
財
団
の
支
援
を
受
け
て
、
全
面
改
装

し
て
整
備
し
た
。

　

一
方
、
折
田
悦
郎
・
九
州
大
学
文
書

館
教
授
、
植
木
と
み
子
・
元
福
岡
市
総

合
図
書
館
長
ら
七
人
か
ら
成
る
曽
田
豊

二
文
庫
設
立
準
備
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
検
討
を
加
え
て
き
た
。
運
営
は
、

準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
就
任
し

た
田
中
公
人
文
庫
長
と
司
書
が
あ
た

り
、
無
料
公
開
し
て
い
る
。

　

曽
田
の
旧
宅
は
福
岡
市
中
央
区
赤
坂

一
丁
目
に
あ
っ
た
。
黒
田
藩
の
旧
武
家

屋
敷
で
、
西
南
学
院
の
創
立
者
Ｃ
・
Ｋ
・

ド
ー
ジ
ャ
ー
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
の

先
駆
者
、
九
州
大
学
初
代
耳
鼻
咽
喉
科

教
授
・
久
保
猪
之
吉
、
そ
の
弟
子
で
父

の
曽
田
共
助
が
住
居
と
し
た
後
、
豊
二

が
住
ん
だ
。
赤
煉
瓦
塀
と
巨
木
の
屋
敷

だ
っ
た
。

　

没
後
、
多
く
の
遺
産
と
蔵
書
と
資
料

の
整
理
に
は
、
弟
子
な
ど
の
医
療
関
係

者
が
当
た
っ
て
き
た
。資
料
の
中
に
は
、

久
保
猪
之
吉
の
も
の
や
、
柳
田
國
男
、

柳
原
白
蓮
、
松
本
清
張
な
ど
と
の
文
化

的
交
流
を
示
す
貴
重
な
も
の
が
残
さ
れ

て
い
た
。

　

蔵
書
は
宇
宙
科
学
、
基
礎
数
学
、
哲

学
、歴
史
、政
治
、文
学
か
ら「
ゴ
ル
ゴ

13
」な
ど
の
漫
画
ま
で
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

な
ど
の
雑
誌
、全
集
、単
行
本
、新
書
と

多
方
面
に
及
ぶ
。
一
見
無
造
作
に
収
め

ら
れ
た
書
棚
を
見
た
折
田
教
授
は「
旧

制
高
校
世
代
の
知
識
人
の
書
斎
」と
指

摘
す
る
。
文
庫
内
で
蔵
書
の
陳
列
に
当

た
っ
た
田
中
文
庫
長
は「
先
生
は
ま
さ

に
知
の
探
求
者
。
文
庫
は
未
来
に
開
か

れ
た
曽
田
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
ぜ
ひ
若
い

人
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
話
す
。

　九州大学から福岡大学医学部創設に
馳せ参じて初代教授となった曽田たち
は７０歳で退職後、名誉教授仲間を中
心に７人で２００２年、無料健康相談「養

生相談室」をスタートさせた。郷土の
先覚、貝原益軒が著した「養生訓」に
あやかり、市民の健康づくりに役立と
うというものだった。
　福岡市・天神の福岡ビルにあった西
福岡病院サテライト・クリニックの１
室を提供してもらい、「医療行為は行
わない」を基本に掲げ、予約相談に応
じた。相談者を数人で囲み、耳を傾け、
アドバイスした。セカンドオピニオン
の役割も果たした。
　相談室はその後、赤坂に会場を移し、
曽田が病床に就くまで１０年続いた。
相談者は２０１１年時点で延べ ５４８人に
上った。

　養生相談室から生まれたのが市民公
開講座「現代の養生を考える」。今永
一成・福岡大学名誉教授や健康管理の
専門家が講師となり、２００８ 年から毎
年１回、計４回開いた。約 １２０人の
会場はいつも満員。曽田は世話人代表
として、市民に語りかけた。「私の養
生十訓」を参加者から募集し、講師も
披露した。曽田の ２００８年の「健康自
訓」には病を受け止めていたかのよう
な項目も散見される。
　貝原益軒の「養生訓」上梓３００年に
あたる ２０１３年には九大医学部百年記
念講堂大ホールで「養生相談室 １０周
年記念」公開講座を開いた。

学
教
授
は「
曽
田
先
生
は
日
本
の
耳
鼻

咽
喉
科
と
い
う
分
野
で
大
き
な
役
割
を

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学

会
理
事
長
を
２
期
４
年
間
さ
れ
、
休
眠

状
態
で
あ
っ
た
国
際
耳
鼻
咽
喉
科
学
振

興
会
理
事
長
も
務
め
ら
れ
、
活
性
化
さ

れ
た
。
医
師
と
し
て
は
常
日
頃
か
ら

『
患
者
さ
ん
の
身
に
な
っ
て
治
療

を
行
う
よ
う
に
』と
言
わ
れ
て
お

り
、
福
岡
大
学
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

の
部
長
と
し
て
頭
頸
部
癌
の
治
療

を
行
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て

『
腫
瘍
会
』
と
い
う
親
睦
会
を
数

十
年
に
わ
た
っ
て
毎
年
行
わ
れ
、

患
者
さ
ん
に
非
常
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
」と
懐
か
し
む
。

　

九
大
か
ら
長
く
海
外
の
大
学
に

出
て
い
た
が
、
曽
田
に
誘
わ
れ
て

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
長
・
耳
鼻
咽

喉
科
教
授
と
な
っ
た

森
園
哲
夫
・
西
福
岡

病
院
理
事
は「
曽
田

先
生
は
向
学
心
、
好

奇
心
が
強
い
方
で
し

た
。
医
学
だ
け
で
な
く
、

自
然
科
学
、
文
学
、
社
会

科
学
な
ど
各
方
面
に
わ

た
っ
て
造
詣
が
深
く
、
博

識
さ
は
円
満
な
ご
人
格
と

相
ま
っ
て
、
弟
子
に
と
っ

て
は
敬
愛
と
賛
嘆
の
的
で

し
た
。
蔵
書
が
曽
田
豊
二
文
庫
と
し
て

開
陳
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
嬉う

れ

し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
精
神
的
な
発

達
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
教
育
者
と
し
て

の
先
生
を
偲
び
な
が
ら
、
蔵
書
の
一
部

を
実
際
に
手
に
取
っ
て
自
由
に
閲
覧
で

き
る
の
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

皆
様
方
も
ご
利
用
下
さ
い
」と
、
曽
田

豊
二
文
庫
開
設
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

若
い
世
代
の
弟
子
、
中
川
尚
志
・
九

大
教
授
は「
生
前
、
福
岡
な
ら
び
に
日

本
全
体
の
医
学
、
特
に
耳
鼻
咽
喉
科
学

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
曽
田
先
生
の
業

績
な
ら
び
に
ご
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
よ

り
発
展
さ
せ
て
い
く
よ
う
、
精
進
い
た

し
ま
す
」と
誓
い
、
坂
田
俊
文
・
福
岡

大
学
主
任
教
授
は「
初
め
て
曽
田
先
生

に
お
会
い
し
た
の
は
医
学
部
４
年
生
の

講
義
で
し
た
。
医
学
よ
り
は
哲
学
的
な

お
話
が
多
く
、
た
だ
な
ら
ぬ
オ
ー
ラ
を

感
じ
ま
し
た
。
耳
鼻
咽
喉
科
に
入
局
し

て
か
ら
は
、
鷹お

う

揚よ
う

さ
の
中
に
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
仕
事
が
終
わ
る
と
若
手
医

師
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け
ら
れ
、
杯

を
傾
け
な
が
ら
日
常
臨
床
や
医
学
研

究
の
あ
る
べ
き
姿
を
説
か
れ
て
い
ま
し

た
」と
後
進
の
育
成
に
思
い
を
馳は

せ
る
。

元
福
大
病
院
長
・
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
理
事
長

福
岡
市
西
区
生
の
松
原
の
ゆ
か
り
の
地
に

蔵
書
３
万
冊　

夫
人
、弟
子
ら
が
祝
う

歴
代
の
識
者
を
見
守
っ
た
赤
坂
旧
宅

後
世
に
捧
げ
る“
知
の
探
求
心
”

財
団
の
運
営
に
あ
た
る

弟
子
た
ち

励
み
に
す
る
現
役
教
授
た
ち

1月14日  曽田豊二文庫オープン

市民対象に無料  「養生相談室」10年主宰 創設メンバーは名誉教授ら7人

一般財団法人曽田豊二記念財団 設立
　

福
岡
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
初
代
教
授
で
元
同
大
学
病
院
長
、日
本
耳
鼻
咽
喉
科

学
会
理
事
長
を
務
め
、退
職
後
は
名
誉
教
授
仲
間
ら
と
語
ら
い
、
市
民
対
象

に
無
料
健
康
相
談「
養
生
相
談
室
」を
開
い
た
曽
田
豊
二
医
師（
１
９
２
５
―

２
０
１
７
）が
亡
く
な
っ
て
２
年
。
３
万
冊
に
及
ぶ
蔵
書
を
収
め
た
曽
田
豊
二

文
庫
が
１
月
14
日
、ゆ
か
り
の
地
に
開
設
さ
れ
た
。
後
進
育
成
、研
究
助
成
を

進
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人
曽
田
豊
二
記
念
財
団
も
活
動
を
始

め
、開
設
を
支
援
し
た
。
医
療
の
社
会
貢
献
を
考
え
、種
を
蒔
い
て
き
た
曽
田
の

遺
志
が
関
係
者
に
よ
っ
て
芽
吹
き
始
め
て
い
る
。（
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
藤
野
博
史
）2月24日誕生

九州大学医学部卒業
医学博士の学位を受く
九州大学助教授
西ドイツ、フライブルク大学に出張
九州芸術工科大学講師を兼任

（聴覚生理担当）
福岡大学医学部耳鼻咽喉科学初代
教授。23年間在職
第２代福岡大学病院長

（この間）日本オージオロジー学会、
日本臨床耳科学会、日本基礎耳科
学会、日本音声言語医学会、日本
頭頸部外科学会の会長を歴任
日本耳鼻咽喉科学会理事長
国際耳鼻咽喉科学振興会理事長
福岡大学教授を退職
名誉教授。西福岡病院耳鼻咽喉科
養生相談室開設
１月13日逝去
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一般財団法人
曽田豊二記念財団

代表理事　白石君男氏

友情の地に文庫が開設。在りし日の曽田と
安藤精彌・前西福岡病院会長（左から）

「健康自訓」 曽田豊二 2008年

１ 悠々自在、自然体で日々を過したい。
２ よい気分、元気感を掴

つか

まえて、楽しむ心を　
　 日々持って過したい。
３ つねに要心の心掛け。
４ 無理を禁ずる心掛け。
５ 病いを識

し

ってもあわてまい。（なるようになっ
　 てゆく。悪くはなるまいと思って過したい）
６ 病いを楽しもう。一病息災、多病も息災。
７ 負けてなるかと思い、やる気、元気、活気をも
　 とう。（やはり、頑張る気持ちを持ち続けよう）
８ 病中閑あれば亦

また

楽し、食も酒もほどほどに。
９ 医師とは仲良く、早く見つければ早く治るは
　 鉄則と知れ。
１０ 日々、終りよければ、またよし。

医療法人西福岡病院
理事長　安藤文英氏

福岡大学名誉教授

代
表
理
事
挨
拶

上：玄関前で曽田キミヨ夫人（中央）　
　  らが開設を祝いテープカット
下：本棚に整理された曽田の蔵書。
　  壮大な知の世界が広がる

　この法人は耳鼻咽喉科及び関連分野の医療・学術
の発展を目指すことを目的とし、次の事業を行う。

（１）耳鼻咽喉科及び関連分野の研究者に対する
　　 奨学金の支給

（２）同分野の研究に対する助成又は顕彰
（３）同分野の学会や大学に対する助成又は寄付
（４）曽田豊二、曽田共助、久保猪之吉に関わる資
　　 料の保管、分析、展示等に関することに対す
　　 る助成

（５）その他前各号に関連する事業

所在地／福岡市西区生の松原３―18―1３
開館日・時間／水曜〜日曜 午前10時〜午後3時
休館／月・火曜
℡０９２・２６０・１８６０

〈交通アクセス〉
◎ＪＲ筑肥線下山門駅からタクシーで約5分、徒歩で約20分
◎地下鉄姪浜駅からタクシーで約10分
◎天神から（旧道202号線を通って）車で約30分
◎拾六町IC出口から車で約5分

曽田豊二文庫 無料公開

生の松原

高崎バイパス
今宿青木

JR筑肥線

西福岡病院

西陵中学校

西陵小学校

旧道202号線

202号バイパス

外環西口

福重出口

福岡
都市高速

拾六町IC入口

福重IC入口
拾六町IC出口

西九州自動車道

至西新
至糸島

姪浜駅
下山門駅

西寿
福岡
ケアサービス

至六本松

生の松原海水浴場

石丸入口

曽田豊二文庫
相談に応じる、在りし日の檀健二郎（麻酔科）、利谷
昭治（皮膚科）、曽田、坂本公孝（泌尿器科）、西原英
徳（解剖学・耳鼻科）＝左から＝

■曽田豊二記念財団
　評議員・役員

曽田キミヨ（曽田豊二夫人）
加藤　寿彦（元福岡大学教授）
森園　哲夫（元福岡大学教授）
松尾　正彦（松尾耳鼻咽喉科医院院長）

評 議 員 萬年　浩雄（萬年総合法律事務所 所長 弁護士）
次田　和重（会社経営者）
白石　君男（九州大学名誉教授）
寺田　加津（元福岡大学耳鼻咽喉科秘書）

評 議 員

代表理事
専務理事

安藤　文英（西福岡病院理事長）
今永　一成（福岡大学名誉教授）
坂田　俊文（福岡大学教授）
中川　尚志（九州大学教授）

理 事 長　　伸幸（長公認会計士事務所 所長 公認会計士）
原　志津子（萬年総合法律事務所 弁護士）
馬場　範夫（公認会計士）

理 事
監　　事


